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「
近
代
文
学
散
歩
」

東
京
藝
術
大
学
が
あ
る
上
野
は
、

歴
史
や
伝
統
と
新
し
い
文
化
が
交
差
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光
に
訪
れ
る
人
も
多
い
。

藝
大
の
す
ぐ
近
く
に
も
、
由
緒
あ
る
社
寺
や
老
舗
、
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
秘
め
た
穴
場
が
目
白
押
し
だ
。

大
学
か
ら
少
し
だ
け
足
を
延
ば
し
て
、
小
さ
な
旅
に
出
て
み
よ
う
。

第 9 回

上
野
か
ら
谷
中
に
か
け
て
は
近
代
文
学
の
多
く
の
名

作
の
舞
台
に
な
っ
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
鶯
谷
駅
と
Ｊ
Ｒ
日
暮
里
駅
の
西
側
に
広
が

る
谷
中
霊
園
の
中
ほ
ど
に
、
幸
田
露
伴（
一
八
六
七-

一
九
四
七
）の
「
五
重
塔
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
五
重

塔
跡
が
あ
る
。
腕
利
き
の
大
工
「
の
っ
そ
り
十
兵
衛
」

が
完
成
さ
せ
た
「
感
応
寺
」
の
五
重
塔
が
、
落
成
式
の

前
夜
、
大
暴
風
に
襲
わ
れ
た
も
の
の
無
傷
で
そ
び
え
て

い
た
―
―
。
し
か
し
モ
デ
ル
と
な
っ
た
天
王
寺
の
塔
は

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）七
月
に
心
中
に
よ
る
放
火

で
焼
失
。
い
ま
は
そ
の
跡
地
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

「
山
椒
大
夫
」「
高
瀬
舟
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
文
豪
、
森

鷗
外（
一
八
六
二–

一
九
二
二
）は
明
治
二
十
二
年
か
ら

二
十
四
年
ま
で
池
之
端
三
丁
目
に
住
み
、「
雁
」は
不
忍
池

か
ら
旧
岩
崎
邸
庭
園
の
あ
た
り
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。

「
岡
田
の
日に

ち
に
ち々

の
散
歩
は
大
抵
道
筋
が
決
ま
っ
て
い
た
。

寂
し
い
無
縁
坂
を
降
り
て
、
藍

あ
い
そ
め染

川
の
お
歯
黒
の
よ
う
な

水
の
流
れ
込
む
不
忍
の
池
の
北
側
を
回
っ
て
、
上
野
の
山

を
ぶ
ら
つ
く
」。
無
縁
坂
は
鷗
外
の
住
ま
い
か
ら
ほ
ど
近

く
、
そ
の
住
居
跡
は
い
ま
ホ
テ
ル
に
な
り
記
念
碑
が
建
つ
。

樋
口
一
葉（
一
八
七
二–

一
八
九
六
）は
下
谷
竜
泉
寺

（
現
在
の
台
東
区
竜
泉
）の
長
屋
で
荒
物
屋
を
営
み
な
が

ら
作
品
を
書
い
た
。「
文
学
界
」
に
載
せ
た
「
た
け
く
ら

べ
」
が
好
評
を
博
し
注
目
さ
れ
る
も
、
二
十
五
歳
で
夭

逝
し
て
し
ま
う
。
夜
の
上
野
の
杜
を
描
い
た
「
十
三
夜
」

森
鷗
外
「
雁
」

大
正
四
年（
一
九
一
五
）　

医
学

を
学
ぶ
大
学
生
の
岡
田
に
慕

情
を
抱
く
高
利
貸
し
の
妾・お

玉
が
、そ
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
、岡
田
は

洋
行
。女
性
の
は
か
な
い
心
理

描
写
を
描
い
た
作
品
。

2

幸
田
露
伴
「
五
重
塔
」

明
治
二
十
五
年（
一八
九
二
）　

技
量
は
抜

群
だ
が
世
渡
り
下
手
な「
の
っ
そ
り
十
兵

衛
」が
主
人
公
。妹
の
延
や
幸
と
い
う
名

音
楽
家
の
兄
で
も
あ
り
、第
二
次
大
戦
後

ま
で
長
命
を
保
っ
た
作
家
の
代
表
作
。

1
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も
、
一
葉
ら
し
い
余
情
漂
う
名
品
だ
。

鷗
外
と
並
び
称
さ
れ
る
文
豪
夏
目
漱
石（
一
八
六
七–

一
九
一
六
）も
、
上
野
を
舞
台
に
し
た
「
野
分
」
を
執

筆
し
て
い
る
。「
演
奏
台
は
遥は

る

か
の
谷
底
に
あ
る
。
近
づ

く
た
め
に
は
、
登
り
詰
め
た
頂
か
ら
、
規
則
正
し
く
排

列
さ
れ
た
人
間
の
間
を
一
直
線
に
縫
う
が
ご
と
く
に
下

り
て
、
自
然
と
逼せ

ま

る
擂す

り
ば
ち鉢

の
底
に
近
寄
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

擂
鉢
の
底
は
半
円
形
を
劃
し
て
空
に
向
っ
て
広
が
る
内

側
面
に
は
人
間
の
塀へ

い

が
段
々
に
横
輪
を
え
が
い
て
い

る
」。
こ
の
会
場
は
東
京
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
で
あ
る
。

石
川
啄
木（
一
八
八
六
年–

一
九
一
二
）は
岩
手
県
渋

民
村（
現
在
の
盛
岡
市
玉
山
区
渋
民
）か
ら
上
京
。
第
一

歌
集
「
一
握
の
砂
」
に
は
、
上
野
駅
を
う
た
っ
た
有
名

な
短
歌
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
の
訛

な
ま
り

な

つ
か
し　

停て
い
し
や
ば

車
場
の
人
ご
み
の
中
に　

そ
を
聴き

き
に
ゆ

く
」。
東
北
の
玄
関
口
で
あ
る
上
野
駅
を
象
徴
す
る
歌

と
し
て
口
ず
さ
ま
れ
て
き
た
。

「『
さ
あ
、
き
ょ
う
か
ぎ
り
だ
よ
。
き
ょ
う
一
日
だ
よ
。

あ
し
た
か
ら
は
だ
め
だ
よ
。』
と
、
お
ん
な
の
金
切
声

も
ま
じ
っ
て
、
や
け
に
わ
め
き
た
て
て
い
る
の
は
、 

殺

気
立
つ
ほ
ど
す
ざ
ま
し
い
け
し
き
で
あ
っ
た
」
と
、
昭

和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）七
月
の
上
野
の
ガ
ー
ド
下
の

情
景
を
描
く
の
は
石
川
淳
（
一
八
九
九
―
一
九
八
七
）の

「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」。
現
在
の
「
ア
メ
横（
ア
メ
ヤ
横
丁
）」

が
闇
市
だ
っ
た
時
代
を
活
写
し
て
い
る
。

樋
口一
葉
「
十
三
夜
」

明
治
二
十
八
年（
一八
九
五
年
）　

煙
草

屋
の
倅
で
、車
夫
に
な
っ
た
貧
し
い
高

坂
録
之
助
と
資
産
家
の
原
田
勇
に
嫁

い
だ
幼
な
じ
み
の
阿
関
が
、夜
の
上
野

の
杜
で
偶
然
に
出
会
い
、身
の
上
を
語

り
合
う
。

3

夏
目
漱
石
「
野
分
」

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）　

学
生

時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
高
柳
と

中
野
、故
郷
で
教
職
に
就
い
て
い
た

が
職
を
追
わ
れ
た
道
也
先
生
。百

円
を
め
ぐ
っ
て
出
会
っ
た
三
人
の
作

家
に
ま
つ
わ
る
物
語
。

4

石
川
啄
木
「一
握
の
砂
」

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）　

啄
木
が

二
十
四
歳
の
と
き
に
出
版
さ
れ
た
第
一
歌

集
。三
行
分
け
に
よ
る
散
文
的
な
ス
タ
イ

ル
の
短
歌
は
、若
い
世
代
を
中
心
に
多
く

の
追
従
者
を
生
ん
だ
。

5

石
川
淳
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」

昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）　

石
川
は「
普
賢
」で

芥
川
賞
を
受
賞
し
て
文
壇
で
の
地
位
を
確
立
。

戦
後
は「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」な
ど
の
作
品
で
太
宰

治
、織
田
作
之
助
ら
と
と
も
に「
無
頼
派
」と
呼

ば
れ
て
活
躍
し
た
。
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